
  

 

 

 

くらき永田保育園便り１月

新年明けましておめでとうございます。お正月はご家族そろってゆっくりと過ごせま

したか？ どんな初夢を見ましたか？ ２０２５年は、くらき永田保育園が大切にし

ている「ホンモノの体験とつながり」を大切に一年を過ごしていきたいと思います。今

日から職員は仕事モード、子どもは遊びモード全開で過ごしたいと思います。 

 

衛生面に配慮しながら“餅つき”実施します 

 

今年も、子どもたちが大好きな食の体験イベント「餅つき」を１月２２日に実施した

いと思います。園庭中に響き渡る「よいしょ！ よいしょ！」の掛け声を地域の人た

ちも冬の風物詩として楽しみにしてくれていますし、何よりもパパやママたちが協力

してお餅をついている姿はこどもからみてもたのしいけしきのようです。お手伝いの

保護者の皆さんには衛生面に関していろいろと協力をお願いすることが多くなりま

すがご了承ください。 

 

チューリップ募金ありがとうございました。 

 

  保育園のハーブを使ったリースの売り上げで園庭の花壇にチューリップを 

植えるという利他のサイクルが上手に回り、球根を購入することが出来ました。 

現在、くらき永田保育園には園庭の草花を管理、おむつたたみ、手作りおもちゃの縫

製作業など様々なボランティアさんが保育園をした下支えしてくれています。 

 

小さな表現者展は見どころ満載です 

 

２月８日（土）は、子どもたちの表現活動の祭典「小さな表現者展」がおこなわれま

す。子どもたちが遊びを通して様々な素材と対話し、素材の可能性を見つけだして作

り上げた作品などを見ているだけで明るい未来を感じてしまう園長です。楽しみ方は

いろいろの行事ではありますが、保護者の皆さんも製作物を見るだけでなく、それが

出来上がるまでのプロセスや子どもたちとのやり取りなどを保育士から是非聞いて

ください。 

 

保育園からのお知らせ 

 

① 毎月初旬に請求している主食費とおむつ代の集金を会計処理の関係で来月（２月１

日封筒配布）は２カ月分（２～３月分）徴収しますのでご協力お願いします。支払

いの方法等についてご質問のある方は園長までご相談下さい。 

② 嘔吐・下痢の処理をするための、使い古しのタオルや新聞紙が不足しています。ご

家庭で不要になったフェイスタオルやバスタオルや新聞紙がありましたら、一枚で

も構いませんので事務所までお願いします。 

 



にこにこ組では、絵の具を使い遊びました。 

絵の具を始めて見た子どもたちは、“何だろう？”と不思議そうな目をしながら、後ずさりしたり、そー

っと触ってみたり、様々な反応を見せてくれました。 

友だちが絵具を指で触って模造紙に付けている様子を見ていると、後ずさりしていたお友だちも次第に

興味を示して、絵の具に触れていました。手に付いた絵の具をじーっと見つめている場面もありました。

一人では躊躇してしまうことも友だちが楽しそうに遊んでいると、“触ってみよう”“やってみよう”と思

う気持ちが芽生えてくるのではないかと感じています。 

様々な体験を通して、楽しみながら“やってみよう”と言う気持ちを育まれたらいいなと思います。 

 

  

 

よちよち組では、食事や着脱の際に「じぶんで！」「できない～」「てつだって～」と言う声がたくさん聴

こえてきます。例えば着脱の際に、テラスに行く準備をしていると、「じぶんで！」と言って靴下やジャン

パーを持って来てくれるのですが、いざやってみるとなかなかうまく出来ず、「できない～」と涙が出てき

てしまう事も。自分でやりたい！先生がやって！などその日の気分で保育者に甘えたり、一人で頑張って

みたりと毎日過ごしています。子どもたちの「自分で」という気持ちを大切にしたいので、つま先だけ靴

下を履かせてお手伝いをしたり、ファスナーを止める部分は保育者が留めて、引き上げは子どもたちにや

ってもらったりして、「できた」と自信に繋げていくようにしています。また、ズボンを履く際には、子ど

もが一人で履くと後ろ前になってしまう事もありますが、「１人で履けたね」「すごいね」と褒めて、 

一人で出来たの積み重ねを日々心掛けるようにしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各クラスの様子をお伝えします！ 

にこにこ 

よちよち 



 

４月に比べると興味を持ったことに対して「やってみたい！」という声が積極的にあがるようになってき

ました。ハサミの直線切りを目的として線路や道路を作った時には、ロンディやマグフォーマーで作った乗

り物を走らせて遊ぶことを楽しんでいた子どもたちですが、遊びを繰り返していくうちに「トンネルを作ろ

う！」「ここは工事をしているところ」等の声が出てきました。線路と道路を作るというきっかけを与えたの

は保育士で、初めはそれに参加をするということから始まった遊びでしたが、子ども自らがどんどん遊びを

発展させていく様子はまさに参画をしているなと感じています。また、帰りのお集まりの時に行うわらべう

た『さよならあんころもち』で「（みんなで）手を繋いでやろうよ」という声や「あんこになる！」と言って

輪の真ん中に入っていく姿があります。 

自分のやりたいことを言葉で伝えられたり、自分たちで遊びを広げていく姿が増えてきました。今年度のの

びのびのテーマである「自分の思いを伝える」ということに繋がっていて、子どもたちの成長がおもしろい

です。 

 

すくすく組では、自分の思いを言葉で伝える姿や会話する場面が増え「あれで遊びたい」や「これ作りたい」

と言った子どもたちの声が聞こえてきています。 

夕方に異年齢クラスへ遊びに行くとお兄さんお姉さんが遊んでいたコマとコマ台に夢中だった子どもたち。

次の日、「コマやりたい！」と子どもたちから提案があったので、すくすく組で簡易的なコマ台を作り、『に

ぎにぎこま』と一緒に出してみると嬉しそうに手を伸ばす姿がありました。次第にコマを回す事に慣れてく

ると異年齢クラスで見た、『手回しコマ』にも挑戦！夕方にお兄さんお姉さんが回していた様子を真似て、「こ

うやってやるんじゃない？」と話し合いながらコマ回しを楽しんでいます。 

これからも子どもたちの言葉や思いを汲み取り、遊び展開させていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

のびのび 

すくすく 



いきいき組は、『こども参加、参画』を実践する為に４月から話し合い（ハート会議）を積み重ねています。

先日の発表会では、運動会だけでは伝えきれなかった部分を『お泊り会の思い出』として表現しました。 

そこで、子ども達から、「お風呂でこんなこと話したよね～」「あべこべパーティーの舞台飾りはこんなのど

う？」などと絵を描いてきたり「あべこべクイズ選び！」「お父さん、お母さんに答えてもらって楽しんでも

らおうよ！」と自分たちが演じるだけではなく、大道具や会場が一体になって楽しんでもらうアイデアなど

の声が上がりました。「みんなに内緒にしておこうね」と言いながら当日までわくわく・ドキドキ感を楽しん

でいました。また、一人の子が「みんなの気持ちを『歌』で伝えたらどう？」と言いだしたことをきっかけ

に、子どもたちが作詞、作曲した『思い出の歌』が完成しました。（中島香織さん協力） 

発表会当日は子どもたちの思いがメロディーとして奏で、保護者の方々に感動を与えたことと思います。 

子どもの気持ちを受け止め、参加、参画を重ねることは、日頃の小さな遊びでも同じです。 

次は、２・３月頃に独楽大会を計画中です。お楽しみにしてください。 

 

 

 

  

 

「これを見て！」と月刊本『がっきをつくろう』を見て自分で手作り楽器を作ってもって登園してくれた 

お友だちがいました。 

そこに興味を持った子どもたちは「これ作りたい！」と次々に周りに集まってきました。 

絵本にはたくさんの楽器があり、どれにするか悩んでいる子どもたち。 

多く出たのが『たぬきのたいこ（紙コップと風船）』と『りすのマラカス（風船とどんぐり）』でした。 

初めは絵本通りに作っていましたが、次々と作っていくうちに紙コップやドングリの個数や風船の大きさを 

変えたりしながら様々な楽器が出来上がりました。実際に鳴らしてみると「音が違うね」と気付きながら 

自分の好きな音を探していました。 

音を楽しんでいるうちに「これ、発表会でやりたい！」と子どもたちから提案がありました。 

自分たちの「楽しい！」思いを保護者の皆さまに見せたい気持ちも生まれていました。 

 子どもたちの思いはまだまだたくさんあります。この気持ちを大切にし、「やりたい！」を増やしていき 

たいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

わくわく 

いきいき 



 

 

 

 

保育園の花壇や園庭の環境を整備してくださっているグリーンアンバサダーさんたちが、保育園のハーブ

などを使って素敵なクリスマスリースを作ってくれました。これらのクリスマスリースで「チューリップ 

募金」を募り、売り上げ金でチューリップの球根を購入してくれます。 

来春、たくさんのチューリップが保育園の花壇を華やかにしてくれることを子どもたちと一緒に 

楽しみにしています。 

その他にも、グリーンアンバサダーさんたちが、2階テラスの花壇に菜の花の種を植えてくれました。 

先日、小さな芽が出てきました。子どもたちも「小さい葉っぱが生えてきてる！」と菜の花の芽が出てきてい

ることに気付いていました。グリーンアンバサダーさんから「黄色いかわいい菜の花っていうお花に育つん

だよ。楽しみだね～。」とお話を聞くと、「黄色になるの？」と興味津々の様子で見ていました。「もう黄色の

花できたかな？」と菜の花の芽の様子を気にかけている子もいます。他にも、園庭のポタジェにもスナップ

エンドウを植えてくださいました。これからも子どもたちと花壇や園庭などの植物を、五感を使って楽しん

でいきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

クラスごとに、色々と食（食材）に触れる経験をしている子どもたち。 

毎日、異年齢クラスのお当番さんと淺野次官にやっているクイズがあるのですが、みんなたくさんの食材を 

知っていて、驚くことが多いです。 

あまり給食に出てこないようなお野菜なども、「これはとうがん！」と、即座に答えてくれる子がいたり、 

「前にもこれ入っていたよね！」と、以前の給食に使われていたことを覚えていたり・・。 

毎日の生活の中で行なっていることや触れているものが、子どもたちの中に自然に入っているんだなぁと 

感じます。 

今年も、行事だけでなく日々の生活の中でも、様々な食体験を子どもたちと一緒に楽しめたらいいなと思 

います！ 

 

                           ※１月 7日は七草です 

                             

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

給食室 

木育係より 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

今月の行事 

 
● 4日   保育はじめ 

● 11日   布団乾燥 

● 22日   もちつき 

     ＊おもちは異年齢クラスのみ給食時に食べます。 

      乳児クラスは、うどんの提供となります。 

      

来月の予定 

● ３日    1日遅れの節分・豆まき 

＊暦の上では 2日ですが保育園では 3日に行います。 

 ● 8日       小さな表現者展  

       ＊2部制になります。詳細は後日お知らせいたします。 

●15日   布団乾燥 

 


